
レポートの概要
ファンドのMIRAI 2024年2月号

•日本株式、外国債券といった資産クラスの四半期ごとの騰落率の比較です

資産クラス 四半期ごと騰落率

•日本株式、外国債券といった資産クラスの期間騰落率の比較です

資産クラス 期間騰落率

•レポートで分析しているファンドを紹介します

比較母集団に含まれるバランス型ファンド（8本）

•リスクーリターン平面を使って効率性を確認します

バランス型ファンドの運用は効率的か

•月間騰落率を使ってファンドのリスクを測定します

リスクの測定

•積立投資を行ったときの結果を比較します

積立投資の結果（トータル・リターン）

•NISA・手数料の影響を測定します

NISA・手数料の効果

•個別ファンドを取り上げて分析します

今月のピックアップファンド

•個別ファンドのレポートです

個別ファンドのレポート×8本
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資産クラス 四半期ごと騰落率【2019年3月-2024年2月】
四半期 日本株式 米国株式 ドイツ株式 中国株式 海外債券 日本債券 J-REIT 米国REIT

13.3% 16.3% 12.1% 0.8% 15.6% 0.4% 4.2% 9.4% 
3 1 4 7 2 8 6 5
1.5% -0.3% -4.5% -0.1% 2.7% -3.0% -0.1% -5.3% 
2 5 7 4 1 6 3 8
1.8% 4.9% 7.1% -7.3% -3.5% 0.9% -2.9% 10.7% 
4 3 2 8 7 5 6 1

12.3% 12.7% 9.4% 6.2% 9.7% -0.4% -6.2% 3.3% 
2 1 4 5 3 7 8 6

資産クラス 期間騰落率【2019年3月-2024年2月】
期間 日本株式 米国株式 ドイツ株式 中国株式 海外債券 日本債券 J-REIT 米国REIT

36.1% 63.2% 47.4% 8.3% 49.4% -4.3% -12.7% 45.1% 
5 1 3 6 2 7 8 4

29.4% 34.4% 25.8% -2.3% 23.4% -0.7% -8.2% 13.6% 
2 1 3 7 4 6 8 5

13.7% 15.3% 13.0% 0.6% 8.0% -0.2% -10.8% 9.4% 
2 1 3 6 5 7 8 4

11.9% 12.1% 9.1% -0.1% 3.9% 0.0% -8.3% 7.1% 
2 1 3 7 5 6 8 4
4.8% 7.4% 6.6% 9.9% 3.6% 0.3% -5.7% 3.3% 
4 2 3 1 5 7 8 6
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比較母集団に含まれるバランス型ファンド（8本）
表記 表記

eMAXIS 野村6資産
セゾン・バンガード SBI資産設計
DC年金バランス トレアロ
グローバル財産3分 しんきん3資産

バランス型ファンドの運用は効率的か【2019年3月-2024年2月】

シャープレシオ

eMAXIS セゾン・バンガード DC年金バランス グローバル財産3分 野村6資産 SBI資産設計 トレアロ しんきん3資産

シャープレシオ 0.61 0.95 0.85 0.51 0.71 0.69 -0.37 0.55
順位 5 1 2 7 3 4 8 6

2024年2月号

正式名称
野村世界6資産分散投信(分配コース)
SBI資産設計オープン（資産成長型）
トレンド・アロケーション・オープン
しんきん３資産ファンド（毎月決算型）

ファンドのMIRAI

このレポートに掲載されているファンドは、①運用成績が悪くないこと②運用実績が5年以上あること③資産運用残
高が大きいこと④ウェブサイトで過去の基準価額等が十分に公開されていること⑤できるだけ多くの販売会社が取り
扱っていること⑥バランス型ファンドであることという条件を基準に選択されています。比較募集団のファンドは、今後、
入れ替えられる可能性があります。

グローバル財産３分法ファンド（毎月決算型）

バランス型ファンドと代表的な資産クラス（日本株式、米国株式、外国債券、日本債券）をリスク（横軸）とリター
ン（縦軸）で表すと図のようになります。合理的な投資家は、リスクが低くて、リターンが高い資産を好みます。つまり、
図のより左上の位置にあるファンドが合理的な投資家に選ばれる、効率的な運用をしているファンドということになりま
す。しかし、「リスクが低くてリターンが高い」という投資家にとって都合がよいファンドは存在しませんから、ファンドは右上
がりのラインに沿って並ぶことになります。このラインのことを、「効率的フロンティア」といいます。

正式名称
ｅＭＡＸＩＳ バランス（８資産均等型）
セゾン・バンガード・グローバルバランスファンド
三井住友・ＤＣ年金バランス50（標準型）

リスクとリターンの2つの属性を一つにまとめた指標がシャープレシオです。シャープレシオは、次の式で計算されます。

ファンドのリスク

シャープレシオは、数値が大きいほど投資効率がよい（リスクが小さくリターンが大きい）ことを表しています。

シャープレシオ＝ （ファンドのリターン－普通預金の金利）

eMAXIS

セゾン・バンガードDC年金
バランス

グローバル財産3
分法野村6資産

SBI資産設計
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しんきん3資産
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効率的なファンドは左上

2

http://[s1l0];/


2024年2月号ファンドのMIRAI
リスクの測定【2019年3月-2024年2月】

積立投資の結果（トータル・リターン）【2019年3月-2024年2月】

項目 eMAXIS セゾン・バンガード DC年金バランス グローバル財産3分 野村6資産 SBI資産設計 トレアロ しんきん3資産

基準価額(a) 28,620 24,156 22,429 10,437 12,245 22,256 10,532 8,438
保有口数(b) 263,449 340,239 338,903 712,357 567,377 343,680 535,360 805,482
評価金額(c) 75.4万円 82.2万円 76.0万円 74.3万円 69.5万円 76.5万円 56.4万円 68.0万円
投資金額(d) 60.0万円 60.0万円 60.0万円 60.0万円 60.0万円 60.0万円 60.0万円 60.0万円
トータル・リターン(c-d) 15.4万円 22.2万円 16.0万円 14.3万円 9.5万円 16.5万円 -3.6万円 8.0万円
購入時手数料 0.00% 0.00% 0.00% 2.16% 1.62% 0.00% 2.16% 2.16%

トータル・リターンは、ファンドの値上がりまたは値下がりによる増減分（キャピタルゲイン）と収益分配金による増加分
（インカムゲイン）を合算した、ファンドのトータルの増減分です。ここでは、直近5年間、毎月1万円ずつ投資をして
いたとしてトータルリターンがいくらになったのかを試算しています。

リスクは、騰落率（リターン）の変動の大きさ（標準偏差）で表されることが一般的ですが、一定の期間を採って、
その期間内の最高の騰落率と最低の騰落率を同時に示すことでもリスクのイメージをつかむことができます。

購入時手数料は、各ファンドを購入できる金融機関から代表的な金融機関を選んで採用しています。購入時手数
料は、金融機関によって異なることがありますし、同一の金融機関でも購入経路により異なる場合があります。分配
金は税金（一律20.315%）控除後、再投資するように設定しています。

直近5年間【2019年3
月-2024年2月】の月ご
との騰落率（リターン）
の最高値と最低値を比
較したものです。最高値
と最低値の幅が広いとリ
スクが高い（騰落率のブ
レが大きい）、小さいとリ
スクが低い（騰落率のブ
レが小さい）ことがわかり
ます。

6.5% 6.2% 5.5% 
10.5% 

4.2% 6.2% 4.0% 4.8% 

-13.1% 
-9.6% 

-4.6% 

-21.9% 

-5.3% 
-9.9% -12.7% -9.4% 

-25.0%
-20.0%
-15.0%
-10.0%
-5.0%
0.0%
5.0%

10.0%
15.0%

過去5年間の最高・最低月間騰落率

最大月間騰落率 最低月間騰落率

15.4万円 22.2万円 16.0万円 14.3万円 9.5万円
16.5万円

-3.6万円

8.0万円

-20万円

0万円

20万円

40万円

60万円

80万円

100万円

投資金額(d) トータル・リターン(c-d)

3

http://[s1l0];/


2024年2月号ファンドのMIRAI

NISA・手数料の効果【2019年3月-2024年2月】

項目 eMAXIS セゾン・バンガード DC年金バランス グローバル財産3分 野村6資産 SBI資産設計 トレアロ しんきん3資産

基準価額(a) 28,620 24,156 22,429 10,437 12,245 22,256 10,532 8,438
保有口数

手数料なし(e) 263,449 340,239 338,903 728,086 582,214 343,680 547,180 839,214
NISA適用(f) 263,449 340,239 338,903 712,357 572,787 343,680 535,360 821,098
一般購入(b) 263,449 340,239 338,903 712,357 567,377 343,680 535,360 805,482
信託財産留保 0.15% 0.10% 0.00% 0.25% 0.30% 0.15% 0.00% 0.30%
解約価額

手数料なし(g) 75.4万円 82.2万円 76.0万円 76.0万円 71.3万円 76.5万円 57.6万円 70.8万円
NISA適用(h) 75.3万円 82.1万円 76.0万円 74.2万円 69.9万円 76.4万円 56.4万円 69.1万円
一般購入(i) 75.3万円 82.1万円 76.0万円 74.2万円 69.3万円 76.4万円 56.4万円 67.8万円
手数料差異(g-h) 0.1万円 0.1万円 0.0万円 1.8万円 1.4万円 0.1万円 1.2万円 1.7万円
NISA差異(h-i) 0.0万円 0.0万円 0.0万円 0.0万円 0.7万円 0.0万円 0.0万円 1.3万円

ここでは、一般でファンドを購入したときとNISAを通じてファンドを購入したときの差異を、手数料（購入時手数料・
信託財産留保額）の水準と（収益分配金に対する）税金の水準を明らかにしています。なお、iDeCoを含む確定
拠出年金の場合の試算もNISAの場合と全く同じになります。

グローバル財産3分法ファンド（毎月決算型）、野村世界6資産分散投信(分配コース)、トレンド・アロケーション・
オープン、しんきん３資産ファンド（毎月決算型）の4つのファンドは、ノーロードファンド（購入時手数料がゼロのファ
ンド）ではありませんので、手数料差異が大きくなっています。さらに、しんきん３資産ファンド（毎月決算型）は毎月
の収益分配金が（ほかのファンドに比べて）相対的に大きいのでNISA差異が大きくなっています。その他のファンド
は、ノーロードファンドかつ収益分配金がほぼゼロになっており、効率的な運用ができることがわかります。
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2024年2月号ファンドのMIRAI
2024年2月号掲載

ファンドの特徴

このファンドに
対するコメント

信託報酬  年0.6378％
収益分配金

購入時最大手数料

信託財産留保額

2018年のファンド設定以来、収益分配金が支払われた実績はありません

ブラックロックグループが全世界で運用するパッシブ運用のノウハウを日本に持ち込んだファン
ドになっています。一部日本で設定されている親（マザー）ファンドがあるのでそれを使い、
親ファンドのないアセットクラスなどには既設のETFを使って運用する仕組みです。NISAのつ
みたて枠にも指定されていますが、つみたて枠と考えると少し（実質的な）信託報酬が高
いようにも思えます。信託報酬が高く、TOPIXとの連動性が高い理由は、ポートフォリオが、
かなり株式に偏重されたものになっているためです。収益分配金は支払われた実績がありま
せんが、支払いがない状態を継続するのではないでしょうか。
『パッシブ運用＝ブラックロック＝安心感』とイメージできるのであれば、NISAを利用して資
産を形成しようとする世代に向いたファンドです。気を付けたいのは、株式への投資割合が
高いので、思っている以上にリスクを採っている可能性があることです。

なし

ノーロード

アクティブ/パッシブ アセットアロケーション：基本ポートフォリオを維持
アセットクラス内：パッシブ運用

販売会社
資産残高の推移

■ 今月のピックアップファンド（ブラックロック・つみたて・グローバルバランスファンド）

このファンドは、ブラックロック・ジャパン株式会社が運用するファンドです。ファンドは、ファンド・オブ・ファンズ方式を採用
しており、ブラックロック・ジャパンが運用する親ファンド（国内債券、先進国債券、先進国株式、先進国リート）と
ETF（国内株式、先進国株式、新興国株式）に投資する仕組みです。
このファンドの、基本配分比率は、株式に64％、債券に28％、リートに8%ずつ投資するものです。年1回収益分配
金が支払われる仕組みですが、設定来収益分配金が支払われた実績はありません。
NISAではつみたて枠、成長枠いずれも投資対象になっています。
運用パフォーマンスについては、過去5年間のデータからリターンとリスクを推定すると、それぞれ、8.02%、9.58％
（いずれも年換算）となっています。東証株価指数（TOPIX）と比較すると、リスク・リターンともに下回っています。
TOPIXとの相関係数は0.83です。しんきんアセットマネジメント株式会社が運用するしんきん３資産ファンド（毎月
決算型）とシャープレシオ、ソルティノレシオを比較すると、いずれもこのファンドが上回っています。
※ 2024年2月時点で入手可能な情報に基づいて記入しています

コメント
ポートフォリオ 国内債券14.0%、先進国債券14.0%、国内株式27.0%、先進国株式30.0%、新

興国株式7.0%、先進国リート8.0%
運用体制 ブラックロック・ジャパン株式会社（ブラックロック・アセット・マネジメント・ノース・アジア・リミテッド

ＳＭＢＣ日興証券（一部）、三井住友銀行、楽天証券、イオン銀行など
ファンドは2018年1月に設定。設定以後、ファンドの純資産残高は、設定以来右肩上が
りで成長しています。2024年2月末時点で、約325億円の純資産残高になっています
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■ ｅＭＡＸＩＳ バランス（８資産均等型）【eMAXIS】

国内株式 12.5%
先進国株式 12.5%
新興国株式 12.5%
国内債券 12.5%
先進国債券 12.5%
新興国債券 12.5%
国内リート 12.5%
先進国リート 12.5%

ファンドのしくみ・手数料・税金など ファンドの運用
運用会社 期待リターン 7.4% 
信託銀行 予想リスク 10.5% 
販売会社 日本株式(TOPIX)との連動性 79%
購入時手数料 なし 直近4半期のリターンと相対順位
信託財産留保額 0.15% 純資産総額 494億円 四半期 ファンド 四分位 TOPIX(参考)

信託報酬 0.55% 2023-Q2 8.9% 2 13.3% 
税率 NISA,iDeCo 2023-Q3 -0.7% 3 1.5% 

収益（普通）分配金 20.315% なし 2023-Q4 3.5% 2 1.8% 
換金・償還益 20.315% なし 2024-Q1 3.9% 3 12.3% 

■ セゾン・バンガード・グローバルバランスファンド【セゾン・バンガード】
米国株式 32.0%
欧州株式 8.4%
日本株式 2.8%
その他株式 7.0%
米国債券 26.6%
欧州債券 18.6%
日本債券 3.6%
その他 0.9%

ファンドのしくみ・手数料・税金など ファンドの運用
運用会社 期待リターン 10.2% 
信託銀行 予想リスク 9.7% 
販売会社 日本株式(TOPIX)との連動性 72%
購入時手数料 なし 直近4半期のリターンと相対順位
信託財産留保額 0.10% 純資産総額 4,491億円 四半期 ファンド 四分位 TOPIX(参考)

信託報酬 0.61% 2023-Q2 11.0% 1 13.3% 
税率 NISA,iDeCo 2023-Q3 -0.7% 3 1.5% 

収益（普通）分配金 20.315% なし 2023-Q4 4.0% 2 1.8% 
換金・償還益 20.315% なし 2024-Q1 6.5% 1 12.3% 

1位/8ファンド
野村信託銀行 5位/8ファンド
セゾン投信

セゾン投信

2024年2月号

7位/8ファンド

ファンドのMIRAI

5位/8ファンド
三菱ＵＦＪ信託銀行
三菱ＵＦＪアセット

税金
対象

税金
対象

SBI証券、静岡銀行、三菱UFJ銀行ほか
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基本ポートフォリオ
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2024年2月号ファンドのMIRAI
■ 三井住友・ＤＣ年金バランス50（標準型）【DC年金バランス】

外国株式 15.0%
日本株式 35.0%
外国債券 10.0%
日本債券 35.0%
その他 5.0%

ファンドのしくみ・手数料・税金など ファンドの運用
運用会社 期待リターン 7.4% 
信託銀行 予想リスク 7.5% 
販売会社 日本株式(TOPIX)との連動性 93%
購入時手数料 なし 直近4半期のリターンと相対順位
信託財産留保額 なし 純資産総額 559億円 四半期 ファンド 四分位 TOPIX(参考)

信託報酬 0.253% 2023-Q2 8.0% 3 13.3% 
税率 NISA,iDeCo 2023-Q3 -0.2% 2 1.5% 

収益（普通）分配金 20.315% なし 2023-Q4 2.2% 4 1.8% 
換金・償還益 20.315% なし 2024-Q1 6.2% 1 12.3% 

■ グローバル財産３分法ファンド（毎月決算型）【グローバル財産3分】

世界株式 33.3%
世界債券 33.3%
世界リート 33.3%

ファンドのしくみ・手数料・税金など ファンドの運用
運用会社 期待リターン 8.9% 
信託銀行 予想リスク 15.5% 
販売会社 日本株式(TOPIX)との連動性 72%
購入時手数料 3.30% （上限） 直近4半期のリターンと相対順位
信託財産留保額 0.25% 純資産総額 128億円 四半期 ファンド 四分位 TOPIX(参考)

信託報酬 1.573% 2023-Q2 11.1% 1 13.3% 
税率 NISA,iDeCo 2023-Q3 0.5% 1 1.5% 

収益（普通）分配金 20.315% なし 2023-Q4 6.1% 1 1.8% 
換金・償還益 20.315% なし 2024-Q1 5.1% 2 12.3% 

三菱UFJアセットマネジメント 2位/8ファンド

4位/8ファンド
2位/8ファンド

8位/8ファンド

税金
対象

税金
対象

三井住友信託銀行

三菱UFJ信託銀行

三井住友アセットマネジメント

SBI証券、楽天証券、マネックス証券ほか

SBI証券、十六銀行、リテラ・クレア証券ほか
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2024年2月号ファンドのMIRAI
■ 野村世界6資産分散投信(分配コース)【野村6資産】

外国株式 15.0%
日本株式 5.0%
外国債券 50.0%
日本債券 20.0%
外国REIT 5.0%
日本REIT 5.0%

ファンドのしくみ・手数料・税金など ファンドの運用
運用会社 期待リターン 5.7% 
信託銀行 予想リスク 9.8% 
販売会社 日本株式(TOPIX)との連動性 69%
購入時手数料 1.65% 直近4半期のリターンと相対順位
信託財産留保額 0.30% 純資産総額 1,319億円 四半期 ファンド 四分位 TOPIX(参考)

信託報酬 0.759% 2023-Q2 7.3% 4 13.3% 
税率 NISA,iDeCo 2023-Q3 -1.1% 4 1.5% 

収益（普通）分配金 20.315% なし 2023-Q4 3.3% 3 1.8% 
換金・償還益 20.315% なし 2024-Q1 3.4% 3 12.3% 

■ SBI資産設計オープン（資産成長型）【SBI資産設計】

外国株式 20.0%
日本株式 20.0%
外国債券 20.0%
日本債券 20.0%
海外REIT 10.0%
日本REIT 10.0%

ファンドのしくみ・手数料・税金など ファンドの運用
運用会社 期待リターン 7.8% 
信託銀行 予想リスク 9.8% 
販売会社 日本株式(TOPIX)との連動性 82%
購入時手数料 なし 直近4半期のリターンと相対順位
信託財産留保額 0.15% 純資産総額 420億円 四半期 ファンド 四分位 TOPIX(参考)

信託報酬 0.748% 2023-Q2 9.2% 2 13.3% 
税率 NISA,iDeCo 2023-Q3 -0.5% 2 1.5% 

収益（普通）分配金 20.315% なし 2023-Q4 3.3% 3 1.8% 
換金・償還益 20.315% なし 2024-Q1 4.9% 2 12.3% 

6位/8ファンド

対象

ゆうちょ銀行

三井住友トラスト・アセットマネジメント 3位/8ファンド
6位/8ファンド

7位/8ファンド

税金

税金

野村信託銀行

三井住友信託銀行

野村アセットマネジメント

対象

SBI証券
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2024年2月号ファンドのMIRAI
■ トレンド・アロケーション・オープン【トレアロ】

先進国株式 22.3%
新興国株式 0.4%
コモディティ 14.2%
リート 6.0%
先進国国債 23.0%
先進国社債 0.0%
新興国国債 0.0%
現金等 34.1%

ファンドのしくみ・手数料・税金など ファンドの運用
運用会社 期待リターン -2.0% 
信託銀行 予想リスク 8.0% 
販売会社 日本株式(TOPIX)との連動性 42%
購入時手数料 2.20% （上限） 直近4半期のリターンと相対順位
信託財産留保額 なし 純資産総額 651億円 四半期 ファンド 四分位 TOPIX(参考)

信託報酬 1.183% 2023-Q2 -0.3% 4 13.3% 
税率 NISA,iDeCo 2023-Q3 -3.7% 4 1.5% 

収益（普通）分配金 20.315% なし 2023-Q4 4.9% 1 1.8% 
換金・償還益 20.315% なし 2024-Q1 1.6% 4 12.3% 

■ しんきん３資産ファンド（毎月決算型）【しんきん3資産】

国内株式 33.3%
国内リート 33.3%
外国債券 33.3%

ファンドのしくみ・手数料・税金など ファンドの運用
運用会社 期待リターン 6.0% 
信託銀行 予想リスク 9.2% 
販売会社 日本株式(TOPIX)との連動性 82%
購入時手数料 2.20% （上限） 直近4半期のリターンと相対順位
信託財産留保額 0.30% 純資産総額 0億円 四半期 ファンド 四分位 TOPIX(参考)

信託報酬 1.045% 2023-Q2 8.1% 3 13.3% 
税率 NISA,iDeCo 2023-Q3 2.0% 1 1.5% 

収益（普通）分配金 20.315% なし 2023-Q4 0.8% 4 1.8% 
換金・償還益 20.315% なし 2024-Q1 2.9% 4 12.3% 

対象

しんきんアセットマネジメント

税金

しんきん信託銀行
6位/8ファンド
4位/8ファンド

京都中央信用金庫、多摩信用金庫ほか

3位/8ファンド
SBI証券、紀陽銀行、三菱UFJ銀行ほか

8位/8ファンド

税金
対象

三菱ＵＦＪ信託銀行
三菱ＵＦＪアセット
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■ 期間騰落率（棒グラフ）
過去 9四半期分の期間騰
落率を表示しています。
直近の四半期は 3か月に
満たないことがありま
す。

■ 市場との比較（折れ
線グラフ）
期間騰落率は TOPIX（東
証株価指数）と比較して
表示しています。ファン
ドが TOPIX をベンチマー
クとして採用していると
いうわけではありませ
ん。リスクのある資産の
代表として、日本の株式
市場全体を表す ”ものさ
し ”として TOPIX を採用
しています。

■ ポートフォリオ
直近のファンドの月次レ
ポートが示している実際
のポートフォリオを表し
ています。

■ 手数料等
購入時手数料は
上限値を記入し
ています。

■ 四分位
常時比較している 8つのバランス型ファ
ンドの上位 2つが 1、3・4位が 2、5・6
位が 3、下位 2つが 4として表示されます

■ 連動性
相関係数を表示してい
ます。上限値は 100%。
このときファンドと
TOPIX はまったく同じ
動きをします。下限値
は -100%。値がマイナ
スであれば、逆相関の
関係、値がゼロであれ
ば無相関になります。

■ ファンド名
ファンドの正式名称を
記載しています。

■ 販売会社
ファンドの代表的な販売
会社を記載しています。



月間の動きまとめ

日付 曜日 市況

2024/2/1 木

米国では、FOMCが金利を維持したことから、SP500とNASDAQは下落、ダウは値を上げる。
Alphabetは売り上げが予想以下となり株価は6.4％値下がり。マイクロソフトは、四半期決算は
予想以上のものとなったが、AI関連のコスト増を予想し、株価は1.5％下落。銀行のNew York
Community Bancorpは、予想外の損失を計上し、配当を引き下げたことから、株価は37.9％
と大きく下落。また、第4四半期の労働コストの増加が予想以下となり、ADPレポートも合わせると
労働市場が軟化しつつある。欧州市場ではテクノロジー株が値を下げたがヘルスケア株が値を上げ
て市場は横ばい。デンマークのヘルスケア会社のNovo Nordiskは来年2桁の成長予想を公表し
株価が3.6％値上がりし、史上最高値を更新した。スウェーデンの冷凍・空調設備のBeijer Refや
スペインのサンタンデール銀行が好業績を背景に株価を上げる。一方、スウェーデンの小売りH&Mは
12-1月にかけて対前年比売り上げが4％減となり、株価は12.4％下落。フランスとドイツの1月の
インフレが公表され、それぞれ、3.4％、3.1％となった

2024/2/2 金

米国市場では、Apple、Amazon、Metaなどの決算を前に期待感から市場はリバウンド。New
York Community Bancorpは商用不動産で損失が出たことから株価が8.9％下落し、KBW
地銀指数も2.1％下落。セクター別では日用品と素材が市場をけん引。第4四半期の決算が予想
以上であった製薬関連のMerckは4.2％株価上昇。Qualcommはアンドロイドの中国での販売
に懸念があり4.6％株価下落。欧州では、株式市場は下落。BNPパリバは第4四半期の収益が
予想以下となり株価が9.2％下落。SocGenやクレディアグリコルも4.0％、2.8％株価下落。オラ
ンダのINGも2024年の収益見通しが低調で株価が6.4％下落。製薬関連でも、ロッシュとサノフェ
が、業績見通しが芳しくなく、株価はそれぞれ5.5％、4.1％下落

2024/2/5 月

米国市場では、堅調な雇用統計とテクノロジー企業の好決算を背景に株価は史上最高値を付け
る。MetaはFacebookの20周年で初めて配当を行うこととなり株価は20.3％上昇。Amazonは
AI関連やイーコマース事業が好調で市販kに決算が予想を上回り株価は7.9％上昇。一方で、2
日連続して大きく値を下げた地銀株は落ち着きを取り戻した。また、健康保険のシグナは年間利益
の予想を引き上げ株価は5.4％上昇。欧州市場では、好調な企業業績と米国の労働統計が堅
調すぎてFedが利下げを行わないという不安が相まって市場は横ばい。デンマークのDanske Bank
は第4四半期の公表とともに自社株買いを公表し株価は8.1％上昇。メルセデスベンツは基礎的な
キャッシュフローが堅調であることを公表し株価は2.0％上昇。

2024年2月の世界の市況

上旬、米国のFOMCは金利を据え置き、また、労働統計が堅調であったことや、パウエルFRB議長のコメントなど
が利下げの可能性が低下したと受け取られ、欧米市場でイールドが上昇した。米国では、地銀の経営不安が露
呈し地銀株が値を下げたが、AI関連の企業の株価が上昇した。SP500とドイツのDAXは史上最高値を更新
中旬、米国市場では消費者物価指数や生産者物価指数が高止まりし、利下げの期待感が後退した。そのた
め、金利感応度の高いテクノロジー株は伸び悩み。欧州市場では、英国のインフレ統計が鈍化したことや個別企
業の業績が市場を上昇させた
下旬、米国のGDP成長率が下方修正され、FOMCの議事録では理事たちが利下げに慎重なことが明らかに
なったが、NvidiaなどのAI関連株が欧米の市場をけん引し、SP500、ダウ、DAXなどが史上最高値を更新し続
けた



資産クラス別騰落率【2024年2月】
中国株式 米国株式 ドイツ株式 日本株式 海外債券 米国REIT 日本債券 J-REIT
9.9% 7.4% 6.6% 4.8% 3.6% 3.3% 0.3% -5.7% 

中国株式 米国株式 ドイツ株式 日本株式 海外債券 米国REIT 日本債券 J-REIT



2024年2月の世界の市況

2024/2/6 火

パウエルFRB議長のコメントが利下げから遠のいたとの観測からイールドが上昇した米国では、株式
市場は値を下げた。仕入れ価格の上昇から1月のISMサービス指数は上昇。産業用ガスのAir
Productsは2024年の利益予想が予想以下となり14.7％株価が下落。そのため、素材セクター
がもっとも下落。テクノロジーとヘルスケアは上昇。Teslaはブローカーが目標株価を引き下げたために
株価は3.4％下落。欧州では米国の労働統計とパウエルFRB議長のコメントが金利引下げに期待
感を後退させ、ドイツ国債のイールドは上昇。株式市場は軟化。ドル高により金属価格が下落し鉱
業株が軟化。小売も安い。フィナンシャル・タイムズは、イランがサンタンデールとロイズの口座を使って
不正に世界各国に資金を移動させていると報じ、両銀行は、それぞれ5.1％と1.0％値を下げる

2024/2/7 水

米国市場では方向性のない市場の中、株式指数はまちまちの動きとなった。ダウは幾分値上がり
し、SP500、NASDAQは下落。地銀のNew York Community Bancorpは先週発表された
四半期決算の赤字から売りがかさみ株価は17％下落し、地銀指数も低迷。フロンティア航空の持
ち株会社であるフロンティア・ホールディングは、予想外に赤字を免れ、株価は20％上昇。予想以
上の業績を計上した、GEヘルスケア・テクノロジーズは株価が12.4％上昇。欧州市場では、原油
高がエネルギー株を引き上げ、エネルギー株がけん引する形で市場全体も上昇。予想以上の四半
期決算となったBPは5.5％株価上昇。中国では公的支援の更新について検討されていることから、
中国に依存する鉱業株は1.4％上昇。ドイツではシーメンス・エネルギーが3.2％株価が上昇したこ
ともあり、DAXが史上最高値を更新

2024/2/8 木

米国市場では、好調な企業業績のおかげでSP500は史上最高値を更新。Chipotle Mexican
Grillは価格を上昇させたにもかかわらず、四半期収益が予想を超え、株価は9.6％上昇。また、
配当を引き上げたフォードも5％株価上昇。セクター別では耐久消費財とテクノロジーが市場をけん
引。欧州市場では、銀行とエネルギー関連が引っ張る形で市場は下落。銀行株のウェイトの高いス
ペインの株式指数IBEXは1.2％の下落。ノルウェイの石油・ガス生産のEquinorは株主への還元
を30億ユーロ削減すると公表し、株価は7.8％下落した。フランスの同業のTotalEnergiesは四
半期決算で利益が予想以上に下落したことを公表し、株価は3.2％下落。銀行関連ではUBSが
複数のブローカーの評価下げにより株価は2.7％下落。テクノロジーや自動車株が値を上げたため
市場の下落は限定的であった。

2024/2/9 金

米国市場ではSP500は幾分値を下げたが史上最高値付近でとどまっている。小型株と半導体関
連が上昇。ウォルト・ディズニーは利益が予想を超え、また、30億ドルの自社株買いを公表したこと
から株価は12％上昇。Spirit Airlinesは損失が予想以下となり、営業キャッシュフローがプラスに
なったことから株価が1.9％上昇。混乱が続いているNew York Community Bancorpは新し
いCEOを指名し株価は5.8％下落。今年の利益が横ばいになると公表したPayPalは11％株価
下落。欧州市場では幾分市場は軟化。好調な企業収益はウェイトの高いヘルスケアの軟化で相
殺された。British American Tobaccoは株式の自社株買いを継続することになり株価は7.1％
上昇。第4四半期の売上が上昇し、15億ユーロの自社株買いを公表したユニリバーは3.2％上
昇。四半期利益が予想を下回ったことからアストラゼネカは6.4％値を下げる

2024/2/12 月

米国では12月の消費者物価が予想以下の上昇となったこと、Nvidiaなどのメガキャップが上昇した
こともあり、SP500は2回目の5000超えとなり、NASDAQは16000を超えた。NvidiaはAI関連
向けのカスタマイズ化された半導体のユニットを作成すると公表し3.6％株価上昇。マイクロソフト、
Amazon、Alphabetなどがけん引して市場は上昇。ペプシコは、相次ぐ値上げが需要を押し下
げ、第4四半期の収益が予想以下となったことから株価下落。Pinterestも第1四半期の収益予
想が大きく下回る見通しとなり株価下落。欧州市場はイールドが上昇する中、株式市場は幾分下
落。フランスの化粧品会社ロレアルはアジア地区での販売不振から、収益成長が予想以下となり、
株価が7.6％下落。BNPパリバはブローカーからの評価引き下げのため株価2％下落。デンマークの
医療機器会社Coloplastは第1四半期の業績が予想以上となり株価は9.7％上昇
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2024/2/13 火

米国市場では、市場は幾分低下した。AI関連で堅調なNvidiaは0.1％株価が伸び、株価が1％
下落したAmazonの時価総額を超えた。小売り株中心のRussell2000は上昇。
Diamondback Energyは、Endeavor Energy Partnersを260億ドルで買収し、株価が
9.2％上昇。Joby AviationはUAEで電気エアタクシーサービスを立ち上げることで合意し、株価
は6.6％上昇。欧州市場では、市場が堅調だった米国の前場に連動して株価は上昇し2年来の
高値となった。不動産や小売りといったセクターが市場をけん引。イタリアの靴・革製品のTod'sは、プ
ライベートエクイティから買収提案を受け株価が18.4％上昇

2024/2/14 水

米国市場では、消費者物価指数が予想より高い水準であったことから、主要株価指数は下落し、
ダウは11か月来で最大の1日の下落となった。金利感応度の高い、マイクロソフト、Alphabet、
Amazon、Metaなどが1.6%-2.2%の下落となった。Micron Technologyなどの半導体関係も
安く、フィラデルフィア半導体指数は2%の下落。小型株中心のRussell2000も4.3％と大きく下
落。欧州市場でも、米国の消費者物価指数が予想以上に高かったことから、Fedが利下げを行うと
いう観測が遠のき、ドイツのイールドは2か月来の高水準となった。テクノロジー株は20年来の高値
水準から値を下げ、ドイツの半導体製造のSiltronicは年間の販売が16％下落したことから株価は
4.1％値下がり。ASML,BE Semiconductor、Infinionなども3-5％値を下げた

2024/2/15 木

米国市場では、LyftとUberが大きく伸びて、株式市場は上昇。Lyftは、利益が予想を超え、
2024年に初めてプラスのキャッシュフローを達成する見通しとなり株価は30％上昇。Uberは70億
ドルの自社株買いを公表し12％株価上昇。セクター別では産業とコミュニケーションサービスが上
昇。欧州市場では、英国のインフレ統計が予想以上に緩やかだったことから、イングランド銀行の早
期の利下げに期待感が高まり、好調な企業業績と相まって株式市場は上昇。2023年の第4四半
期のGDP成長率は対前年比で0.1％増となった。セクター別ではテクノロジーがリバウンドしたが、鉱
業は下落し4か月で最低の水準となった。Delivery Heroは株価は19.6％上昇し、2019年12
月来の高値となった。Heinekenは2024年の利益が予想を大きく下回るとコメントし、株価は
6.4％下落

2024/2/16 金

米国では12月の小売り統計が予想以上に下落し、Fedの早期の利下げに期待が膨らむ中、株式
市場は上昇した。Alphabetは投資会社が投資を縮小したため株価が2.5％下落。バクスシャーハ
ザウェイが投資比率を下げたアップルも1％株価下落。不動産会社のCBRE Groupは利益が予
想を大きく上回り、株価は9％上昇。最近調子が悪かった、公益、素材、エネルギーといったセクター
が値を上げた。欧州市場では、堅調な企業業績を背景に、独仏で史上最高値を更新した。コメル
ツバンクはここ15年で最大の利益を計上し5.5％株価上昇。自動車会社のStellantisは30億
ユーロの自社株買いプランを公表し株価が5.5％上昇。そのほか自動車株全体でも6.5％上昇

2024/2/19 月

米国では、サービス価格の上昇が原因となって生産者物価指数が対前年比0.9％増と予想以上
の増加となり、Fedの利下げ予想を打ち消す形となり、株式市場は下落。Metaは2.2％株価が下
落し、そのほかのメガキャップも値を下げてコミュニケーションサービスセクターは値下がり。AI関連が好
調な半導体製造機器のApplied Materialsは第2四半期の業績が予想を超える見込みとなり、
株価は6.4％上昇。欧州市場では鉱業部門がけん引する形で、株式指数は上昇し2年来の高値
を更新。独仏の市場では前日に引き続き史上最高値を更新。小売販売が堅調であった英国で
は、株式指数のFTSEが1.5％増と他の地域より抜き出て上昇。フィンランドの鉱業関連機器製造
のMetso Corpは堅調な第4四半期の業績を公表し、さらに、明るい見通しも公表したことから株
価は9％上昇。決算が好調だった英国の銀行NatWestも7.1％増となった

2024/2/20 火

米国市場は休場。世界的に薄商いとなった中、早期の利下げの期待感が後退し、春節明けの中
国市場は緩やかな上昇にとどまった。欧州市場では独仏市場が下落したものの、市場全体としては
上昇。米当局からがん製薬の認可を受けたアストラゼネカは3.2％株価上昇。中国が中期金利を
据え置いたことから銅価格が下落し、基礎資源関連は下落。フランスはGDP成長の予想を引き下
げ、ドイツの中央銀行は外需の減少に伴いドイツ経済が後退期に入った可能性があるとコメント。
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2024/2/21 水

米国市場では、Nvidiaが6％近く値を下げ、フィラデルフィア半導体指数も2.5%低下し、株式市
場全体も値下がりした。また、AI関連で数週間で値を上げていたSuper Micro Computerが
7%株価が下落した。一方で2025年の利益が予想を超える見通しになり、配当を9％にすると公
表したウォルマートは3.9%株価上昇。欧州市場では基礎資源やエネルギーといったセクターが値下
がりして、株式市場全体も値下がり。中国経済の成長が限定的で銅価格が抑えられていること、原
油価格も低迷していることが原因。ソフトウェア会社のTemenosが2024年の利益成長の鈍化を
予想し、株価が5.6％低下し、テクノロジーセクター全体も値下がり。

2024/2/22 木

米国市場では、SP500もダウも少しだけ値上がり。Nvidiaは第1四半期の売り上げが予想を超
え、株価は市場終了後6％上昇。Fedが公表したFOMCの議事録では多くの理事が早期の利下
げに対する警戒感を示していることが判明。市場では6月前にFedが利下げに踏み切ることはないと
見ている。サイバーセキュリティのPalo Alto Networksは第3四半期の売上が予想以下となり
28.2％の株安になり、同業のFortinetなども値下がり。欧州市場では、HSBCが中国の銀行関
連で30億ドルの積立金を計上したことから、2020年以来の最大の下落幅となる8.4％下落し、
銀行部門も値を下げ、市場全体も値下がり。フランスのプリペイド式のバウチャーを取り扱う
Edenredはイタリアの部門が当局の査察を受けたことから株価が11.5％下落。 Fresenius
Medical Careはドイツにおける人工透析患者の減少が予測されることから株価が5.5％下落。鉱
業株のGlencoreは減益と配当の引き下げを報告し株価が0.8％下落し、同業のリオティントも減
益となり1.5％の株安

2024/2/23 金

米国市場ではダウとSP500が史上最高値を更新し、NASDAQも史上最高値にわずかなところま
で上昇。NvidiaはAI関連の需要増で収益が約3倍になり株価は16.4％上昇。セクター別ではテ
クノロジーが4.4％増と大きく値を上げた。AI関連で恩恵を受けるAdvanced Micro Devicesや
Super Micro Computerもそれぞれ、4.2％、32.9％と値を上げた。半導体製造向けのソフト
ウェア会社Synopsysも予想以上の利益と見通しを公表し、株価は6.9％上昇。Alphabet、マイ
クロソフト、Metaなども1.1%～3.9％値を上げた。欧州では、日本の日経平均が史上最高値を
更新するなどの世界的な株高の影響を受けて、株式市場は上昇。ドイツの半導体機器BESI
semiconductorはAI関連の需要のおかげで四半期の目標を超えることを公表し株価は4.9％上
昇。Nestleはオーガニック関連のセールスが予想以下となり、また、値上げにより消費者が他ブランド
に流出したことから株価は4.9％下落

2024/2/26 月

米国市場ではNvidiaが続伸し、SP500とダウは2日連続で史上最高値を更新。ただし、Apple、
マイクロソフト、Metaなどは値下がり。そのほかAI関連で恩恵を受けるSuper Micro Computer
はコンバーチブルノートを価格付けした後に株価が下落。イーコマースのCarvanaは初めて黒字に
転換し30％を超える値上がりとなった。欧州市場では2日連続で史上最高値を更新。米国の
Nvidiaの上昇にけん引される形で、また、セクター別では自動車、化学がけん引する形で市場は上
昇。英国の銀行Standard Charterdは増益と10億ドルの自社株買いを公表し株価が4.9％上
昇。スイスのGeorg Fischerは資本増強とフィンランドのUponorを買収するプランを撤回し、株価
が8.3％上昇。スウェーデンのVolvo Carsはスウェーデンの電気自動車Polestar Automotive
Holdingの株式の過半数を譲渡する計画であることが判明し、Volvo Cars株は4.9％値下がり

2024/2/27 火

米国市場では週後半の経済統計に注目が集まる中、株式市場はあまり変動はなかった。Nvidia
のAI関連の半導体のために高帯域幅のメモリーの半導体生産の増産になったMicron
Technologyの株価が5.3％上昇。AlphabetはAI関連の製品を再リリースすると公表し株価は
3.7％下落。ドミノピザは四半期の業績が予想を上回り、株価は6.5％上昇。欧州市場でも、今
週に公表される経済統計に注目が集まる中、投資家が警戒的な動きを見せ株式市場は値下が
り。ただし、ドイツの株式指数DAXは史上最高値を更新。テクノロジー関連では、半導体製造部
品のBE Semiconductor Industriesの株価が6.5％上昇し、テクノロジーセクターは上昇。基
礎資源は2.1％下落。
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2024/2/28 水

米国市場でインフレなどの経済統計の公表を前に市場はほぼ横ばいとなった。Fedの6月の政策会
合での金利引き下げの見込みは低下している。電気自動車からAI関連のプロジェクトへの人員シフ
トが報じられたアップルは当初値を下げたが、その後上昇し0.8％値上がり。司法省が反トラスト法
違反で査察に入ったUnitedHealthは2.3％値下がり。開発中の制約が中間試験で体重減少に
大きな効果が認められたViking Therapeuticsは2.2倍に株価上昇。同じように体重減少の制
約を開発中のAmgenは2.75％下落。欧州市場では、ドイツが引き続き史上最高値を更新し、
基礎資源もけん引して株式市場は上昇。フランスのエンジニアリング会社GTTは年間の業績が予
想以上となり8.9％値上がり、また、フランスのコングロマリットBouyguesは年間利益が19％上昇
し、株価が8％上昇

2024/2/29 木

米国市場では経済統計の公表を前に株式市場は幾分下落。米国の第4四半期のGDP成長率
は年率3.2％に下方修正された。米国の司法省から反トラスト法関連で査察を受けている
UnitedHealthは連日となる軟化で、株価は4.9％下落半導体の製造機器のApplied
MaterialsはSECから召喚を受け株価は2.7％下落。仮想通貨が上昇し、Coinbase Globalな
どが2％以上株高に。欧州市場では、エアバスが3.9％株高となり、ドイツのDAXが史上最高値を
更新したが、欧州市場全体では株式市場は下落。英国の不動産開発のTaylor Wimpeyは英
国内の建築が予想以下であったことを公表し株価が下落。そのほかの建築関連も値を下げる。
Just Eat Takeawayは自社株買いプログラムの内容が予想以下であったため株価が1.8％下落
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